
先端教育研究実践センター年報 第 25 号 
 

－6－ 

Timetable of SC2024 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Timetable of WC2025 
 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

先端教育研究実践センター年報, 2025, 25, 139-142 事業報告｜留学生ネットワーク事業① 

 
 

2024 年度 外国人留学生の受け入れと支援 

尹 得霞 

東北大学大学院教育学研究科 

 
1．外国人留学生の受け入れと支援について 

 東北大学大学院教育学研究科では、国際的な学術交流の促進および教育研究の質的向上

を目指し、世界各国からの留学生受入れを戦略的に推進してきた。中でも、中国、台湾、

韓国、モンゴル、マレーシアといったアジア諸国から留学の問い合わせが数多く寄せられ

ている。教育学研究科国際交流支援室（以下、国際交流支援室と略記）では、グローバル

化を意識し、留学生の受入れおよび学生生活支援に至るまでの包括的かつ体系的な支援体

制を構築・運営している（注）。 

 国際交流支援室の主な活動内容は、1）研究生希望者の学力・研究能力評価に関する教

員からの相談対応、2）研究生希望者の日本語会話能力等の確認のための面談（Zoom など

を活用した映像面接）、3）研究生希望者の研究計画書の作成に関する助言、4）希望する

教員の研究分野および研究活動等の説明、5）研究生希望者との対応の結果に関する当該

教員への報告および相談、6）入学後の相談・サポート等であり、留学生の学生生活に関

わる全ての業務窓口として対応してきた。これにより優秀な留学生の選抜と受け入れ、お

よび入学後の支援に関し一定程度の成果をあげてきた。また、支援の実施にあたり、入学

前および入学後において、オンラインや WeChat 等を活用した即時の相談体制をとるこ

とで、不安を抱えることの多い留学生活に対してきめ細かな支援ができるよう、さまざま

な体制を整えている。 

 

2．研究生希望者に対する面談の流れ 

 研究生希望者の受け入れに関しては、教育学研究科では、1)教員が直接留学生本人とコ

ンタクトをとって受け入れを判断する形、および 2)国際交流支援室に依頼して受け入れ

の判断に必要な資料を求める形、の二つがある。教員からの依頼を受けた場合、国際交流

支援室が研究生受け入れに向けた支援活動を実施する。また、研究生希望者に対する面談

は、研究生希望者と国際交流支援室助教の二者面談および研究生希望者と国際交流支援室

助教、希望する教員の三者面談がある。以下に示す図１は、その支援活動の詳細について

示したものである。 
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図１．国際交流支援室の支援活動の流れ 

 

※研究生希望者の面談に必要な書類一覧 

①日本語能力試験 1 級の点数と資料（証明書） 

②履歴書 

③研究計画書 

④希望する教員の研究に関する本人の研究計画との関連性 

⑤大学の卒業証明書のコピー 

⑥成績証明書 

⑦大学受験で獲得した点数 

 

3．中国からの研究生希望者の学力評価 

 本研究科における留学生受け入れ先は中国が大半を占めている。しかし、中国国内の高

等教育機関の多様化と複雑性があるため、多くの教員が中国から研究生志望者の問い合わ

せのメールが届いても、現地の教育機関の情報入手が困難なため、該当学生が本研究科大

学院において研究を行う上での基礎学力を備えているかどうか判断が困難である。そこで

教員から研究生希望者面談の依
頼を受ける 

研究生希望者に面談に必要な書
類の提出をメールで依頼 

研究生希望者許可を得て、
zoom のレコーディングで録画
した動画を教員に後日提供 

国際交流支援室の助教、教員、
研究生希望者三者面談 

国際交流支援室の助教と研
究生希望者の面談 

映像面談の日程設定 

教員が合否決定 

国際交流支援室から志望学生に合格／不合格のメール通知 
（合格の場合、教務へ手続き案内、他情報提供案内） 

※研究⽣希望者の⾯談に必要な書類⼀覧 
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国際交流支援室は、中国からの研究生申請者を中心に、研究生申請者面談に必要な書類一

覧をまとめ、出身大学の学力水準と中国国内のライキングチェック、履歴書、成績証明書、

資格などの各書類の確認、いわゆる外国学歴・資格評価（Foreign Credential Evaluation : 

FCE）を行い、その情報を教員に提供している。この FCE とは、外国で発行された卒業証

明書や資格・履歴書の真偽性を確認すると同時に、当該国で取得された学歴が留学先国の

教育制度の中でどのように位置づけられ、どの学歴と同等の評価であるかを審査するもの

である。この本研究科国際交流支援室独自の研究生入学希望者の学力評価支援の取り組み

により、優秀な留学生の選抜と確保を目指している。 

 

４．令和６年度の実施状況と今後の課題 

 令和 6 年度は、研究生入学志願者 36 名を対象に、受け入れ支援および面談を実施した。

そのうち 6 名の志願者には、申請の前に大学院受験に関する相談を行った。また、2 名の

志願者は内諾を得たが、最終的に、研究生としての入学を辞退した。 

 受け入れ対象コースは、教育情報アセスメントコース、教育政策科学コース、グローバ

ル共生教育論コース、教育心理学コース、臨床心理学コースの 5 コースであった。また、

本年度に実施された研究生受け入れの面談は、① 国際交流支援室の助教と研究生希望者

による二者面談、および ② 国際交流支援室の助教、指導教員、研究生希望者による三者

面談の二種類の形式で実施された。 

 前年度と比較すると、国際交流支援室への問い合わせ件数は若干減少している。その一

方で、大学院入試に関する問い合わせ数は増加傾向であった。問い合わせを行った学生の

多くは、大学院受験が可能なレベルの日本語能力を身につけていた。その理由として、日

本語専攻の学生は卒業時点で一定程度の日本語能力を習得していること、および日本語専

攻以外の学生も独自に日本語を学習し、大学院を受験するための日本語能力を身につけて

いることが挙げられる。 

 大学のグローバル化を推進する上で、優秀かつ多様性に富む留学生の受け入れを促進す

ることは重要である。そうした点から、今後の国際交流支援室の課題として、以下の２点

が挙げられる。 

（１）教員との連携強化 

 本年度は研究生受け入れに関する問い合わせの件数が減少したが、これは中国国内の留

学動向と関連していると考えられる。本年度は、中国の大学生は国内の就職市場の変化や

留学政策の影響を受け、海外留学を控える顕著であった。具体的には、重点大学（985/211

大学）卒業生の多くが、卒業後すぐに国内での就職機会を模索するケースが増えており、

それに伴い、本学への問い合わせ数も若干減少したと推察される。 

 さらに、研究生に関する問い合わせが教員に直接寄せられていたが、そうした問い合わ

せが、国際交流支援室に共有されていない可能性も考えられる。部局における留学生受け

- 140 -



先端教育研究実践センター年報 第 25 号 
 

－2－ 
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入れ業務を円滑に進めるためには、国際交流支援室と各部局教員との連携強化が不可欠で

あり、情報共有の仕組みを整備することが求められる。 

（２）入試相談対応のマニュアル化 

 本年度は、個別のケースに応じて入試前の指導・相談を実施したが、各コースの受験要

件や試験形式が異なることから、今後さらなる入試相談の増加が予想される。そのため、

国際交流支援室の窓口として、統一的かつ効率的な対応を可能にするためのマニュアル作

成が求められる。 

 これらの課題を改善することで、留学生の選抜および受け入れの円滑化を図るとともに、

教育支援の質の向上にも寄与することが期待される。 

 

注 

 現在実施している外国人留学生の受け入れと支援業務は、旧教育情報学教育部が 2015

年 4 月から開始し、2018 年 4 月に旧教育情報学教育部が教育学研究科と統合した後も同

様のサポート内容で継続して実施している。 
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2024 年度 日本語学習支援事業実施報告 

 

Dagvadorj Adiyanyam 
閆 琬新 

東北大学大学院教育学研究科 

 

１．日本語学習支援事業の概要 

本事業は、教育学研究科の外国人留学生（以下、学生という）を対象に、研究活動を

行う上での実用性の高い日本語能力向上の支援を目指し、2014 年度から実施されている

ものである。2023 年度まで本事業には二つの活動内容が含まれていた。一つは、講義形

式の日本語授業であり、これは、長年地域社会で日本語ボランティアをしているサポー

ターが日本語の文法および読解の授業を行うものであった。もう一つは、対面形式によ

る日本語添削であり、サポーターが学生と 1 対 1 で対面しながら発表資料、レポートや

論文などの添削を行うものである。ただし、2020～2022 年度は、新型コロナウイルス感

染症への懸念を主な理由とする担当サポーターの事情により、講義式授業を実施しなか

った。2023 年度からは学生とサポーター間での意見交換の結果、講義式授業の代わりに、

サポーターと学生がテーマを自由に選べるようにフレキシブルにして 1 対 1 でプレゼン

テーション、面接試験の練習、さらには会話や読書ができる内容を取り入れることとし

た。 

 2024 年度は前年度と同様、上記のフレキシブルな内容と学生が書いた文章の日本語添

削といった大きな二つの内容を持ってプログラムを展開した。第 1 学期では 5 月 17 日、

第 2 学期では 10 月 11 日に、学生向け説明会を開催した。説明会には先端教育研究実践

センターの担当スタッフ 2 名と 13 名の学生が参加した。また、5 月 20 日にはサポータ

ー6 名、教育学研究科の研究科長、副研究科長、先端教育研究実践センターの担当スタ

ッフ 3 名が参加して顔合わせ会を開き、このプログラムにおける生成 AI の実用とサポー

ターの役割、今後の共存の仕方について意見交換を行った。 

プログラムの実施方式に関しては、前年度の実施方式であった（１）対面式、（２）メ

ールでのやり取り、（３）パソコンを使ったオンライン上でのやり取り（Google Meet、

Zoom を使用、以下、オンラインでのやり取りという）といった方式を継続した。 

プログラムの実施日時も例年通り、毎週金曜日の 13 時 10 分～16 時とし、第 1 学期で

は 203 教室、第 2 学期では教室の都合上、文科系総合研究棟 11 階の中会議室及び 6 階

のリフレッシュルームを利用して実施した。 

学生への周知は、対面で行う内容をプログラム①、メールでのやり取りをプログラム

②、オンラインでのやり取りをプログラム③とし、昨年度同様、プログラム開催 1 週間
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